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(57)【要約】
【課題】画質を向上させることが可能な表示装置および
電子機器を提供する。
【解決手段】
　互いに隣接して配置された複数の単位領域と、各々の
前記単位領域に設けられ、第１の光を出射する第１領域
と、各々の前記単位領域の前記第１領域の外側に設けら
れ、前記第１の光と輝度，波長または表面反射成分の少
なくとも１つが異なる第２の光を出射する第２領域とを
備え、隣り合う前記第１領域の間には前記第２領域が設
けられ、かつ、互いに隣り合う前記単位領域から各々出
射される前記第２の光の輝度，波長または表面反射成分
の差は、同じ前記単位領域における前記第１の光と前記
第２の光との輝度，波長または表面反射成分の差よりも
小さい表示装置。
【選択図】図６Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに隣接して配置された複数の単位領域と、
　各々の前記単位領域に設けられ、第１の光を出射する第１領域と、
　各々の前記単位領域の前記第１領域の外側に設けられ、前記第１の光と輝度，波長また
は表面反射成分の少なくとも１つが異なる第２の光を出射する第２領域とを備え、
　隣り合う前記第１領域の間には前記第２領域が設けられ、かつ、互いに隣り合う前記単
位領域から各々出射される前記第２の光の輝度，波長または表面反射成分の差は、同じ前
記単位領域における前記第１の光と前記第２の光との輝度，波長または表面反射成分の差
よりも小さい
　表示装置。
【請求項２】
　前記第２の光の波長が、前記第１の光の波長と異なっている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　各々の前記単位領域から出射される第２の光の波長は、略同じである
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　同じ前記単位領域における前記第２の光の波長と前記第１の光の波長との差は、２ｎｍ
以下である
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記複数の単位領域は、第１単位領域および第２単位領域を含み、
　前記第１単位領域では、前記第１の光の波長が前記第２の光の波長よりも短く、
　前記第２単位領域では、前記第１の光の波長が前記第２の光の波長よりも長い
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　各々の前記単位領域で、前記第２領域は前記第１領域を囲んで設けられている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　タイル状に敷き詰められた複数の表示パネルを有し、
　各々の前記表示パネルに前記第１領域および前記第２領域が設けられている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　更に、各々の前記表示パネルに設けられた遮光層を有し、
　前記遮光層の開口を介して前記第１の光および前記第２の光が取り出される
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　更に、各々の前記単位領域の前記第１領域に設けられた複数の第１発光素子と、
　各々の前記単位領域の前記第２領域に設けられた複数の第２発光素子とを含む
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１発光素子および前記第２発光素子は、マイクロＬＥＤ（Light Emitting Diode
）である
　請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第１発光素子および前記第２発光素子は、前記第１領域および前記第２領域に設け
られた画素毎に配置され、
　各々の前記画素の面積に対して、前記第１発光素子または前記第２発光素子が占める面
積は１０％以下である
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　請求項９に記載の表示装置。
【請求項１２】
　各々が複数の表示パネルを含むとともに、タイル状に敷き詰められた複数のユニットを
有し、
　各々の前記ユニットに、前記第１領域および前記第２領域が設けられている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第１の光および前記第２の光は青色波長帯域の光である
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１４】
　隣り合う前記単位領域では、前記第２領域が互いに接している
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１５】
　表示装置を備え、
　前記表示装置は、
　互いに隣接して配置された複数の単位領域と、
　各々の前記単位領域に設けられ、第１の光を出射する第１領域と、
　各々の前記単位領域の前記第１領域の外側に設けられ、前記第１の光と輝度，波長また
は表面反射成分の少なくとも１つが異なる第２の光を出射する第２領域とを含み、
　隣り合う前記第１領域の間には前記第２領域が設けられ、かつ、互いに隣り合う前記単
位領域から各々出射される前記第２の光の輝度，波長または表面反射成分の差は、同じ前
記単位領域における前記第１の光と前記第２の光との輝度，波長または表面反射成分の差
よりも小さい
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、例えばタイリングディスプレイ等に適用可能な表示装置および電子機器に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（ＬＥＤ：Light Emitting Diode）等の発光素子を使用した自発光型の
表示パネルが開発されている（例えば、特許文献１参照）。このような自発光型の表示パ
ネルを複数繋ぎ合わせて、タイリングディスプレイ（表示装置）を構成することが提案さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－９２５２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような表示装置では、画質を向上させることが望まれている。
【０００５】
　したがって、画質を向上させることが可能な表示装置および電子機器を提供することが
望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本技術の一実施の形態に係る表示装置は、互いに隣接して配置された複数の単位領域と
、各々の単位領域に設けられ、第１の光を出射する第１領域と、各々の単位領域の第１領
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域の外側に設けられ、第１の光と輝度，波長または表面反射成分の少なくとも一方が異な
る第２の光を出射する第２領域とを備え、隣り合う第１領域の間には第２領域が設けられ
、かつ、互いに隣り合う単位領域から各々出射される第２の光の輝度，波長または表面反
射成分の差は、同じ単位領域における第１の光と前記第２の光との輝度，波長または表面
反射成分の差よりも小さいものである。
【０００７】
　本技術の一実施の形態に係る電子機器は、本技術の一実施の形態に係る表示装置を備え
たものである。
【０００８】
　本技術の一実施の形態に係る表示装置または電子機器では、単位領域同士が接する部分
近傍で、各々の第２領域から互いに光学特性の近い第２の光が出射されるので、単位領域
間の光学的な境界が認識されにくくなる。
【発明の効果】
【０００９】
　本技術の一実施の形態に係る表示装置および電子機器によれば、単位領域同士が接する
部分近傍では、各々の第２領域から互いに光学特性の近い第２の光を出射させるようにし
たので、単位領域間の光学的な境界が認識されにくくなる。よって、画質を向上させるこ
とが可能となる。なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開
示中に記載されたいずれの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本技術の第１の実施の形態に係る表示装置の概略構成を表す分解斜視図である。
【図２】図１に示した素子基板の概略構成を表す斜視図である。
【図３】図２に示したユニットの概略構成を表す斜視図である。
【図４】図３に示したユニットの概略構成を表す断面模式図である。
【図５】図３に示した複数の表示パネル各々の概略構成を表す平面模式図である。
【図６Ａ】図５に示した複数の表示パネルから、隣り合う２つの表示パネルを拡大して表
す平面模式図である。
【図６Ｂ】図６Ａに示したＢ－Ｂ線に沿った断面構成を表す模式図である。
【図７】視聴距離について説明するための図である。
【図８】比較例に係る表示装置の要部の構成を表す平面模式図である。
【図９】図６Ａに示した第１領域，第２領域から出射される第１の光，第２の光の波長を
表す図である。
【図１０】本技術の第２の実施の形態に係る表示装置の要部の構成を表す平面模式図であ
る。
【図１１】図１０に示した複数のユニットから、隣り合う２つのユニットを拡大して表す
平面模式図である。
【図１２】図１１に示した第１領域，第２領域から出射される第１の光，第２の光の波長
を表す図である
【図１３】適用例に係る電子機器（テレビジョン装置）の外観を表す斜視図である。
【図１４】図５に示した第２領域の配置の他の例（１）を表す平面模式図である。
【図１５】図５に示した第２領域の配置の他の例（２）を表す平面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本技術の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．第１の実施の形態（表示パネル毎に第１領域および第２領域が設けられた表示装置）
２．変形例１（第１の光の輝度と第２の光の輝度とが異なる例）
３．変形例２（第１の光の表面反射成分と第２の光の表面反射成分とが異なる例）
４．第２の実施の形態（ユニット毎に第１領域および第２領域が設けられた表示装置）
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５．適用例（電子機器）
【００１２】
＜第１の実施の形態＞
　図１は、本技術の第１の実施の形態に係る表示装置（表示装置１）の全体構成を模式的
に表したものである。この表示装置１は、例えば素子基板１Ａと、素子基板１Ａに対向す
る対向基板１Ｂと、素子基板１Ａを駆動するための制御回路１Ｃとを備えている。例えば
、対向基板１Ｂの表面（素子基板１Ａとの対向面と反対面）が映像表示面であり、この映
像表示面の中央部が表示領域、その周囲が非表示領域である。対向基板１Ｂは、可視領域
の波長の光を透過するように構成されている。対向基板１Ｂは、例えばガラス基板，透明
樹脂基板，および透明樹脂フィルム等の光透過性材料により構成されている。
【００１３】
　図２は、図１に示した素子基板１Ａの構成の一例を模式的に表している。表示装置１は
、いわゆるタイリングディスプレイであり、素子基板１Ａが、タイル状に敷き詰められた
複数のユニット（ユニットＵ）により構成されている。図２には、９つのユニットＵによ
り、素子基板１Ａが構成される場合を例示したが、ユニットＵの数は、１０以上であって
もよく、８以下であってもよい。
【００１４】
　図３は、ユニットＵの構成の一例を模式的に表している。ユニットＵは、例えば、タイ
ル状に敷き詰められた複数の表示パネル（表示パネル１０）と、この表示パネル１０の支
持基板（支持基板２０）とを有している。各々の表示パネル１０の表示面と反対面が、支
持基板２０に対向している。支持基板２０は、例えば、金属板により構成されている。
【００１５】
　図４は、表示パネル１０と支持基板２０との間の構成の一例を模式的に表している。表
示パネル１０は、例えば固定部材（固定部材３０）により支持基板２０に固定されている
。
【００１６】
　図５は、各々の表示パネル１０の模式的な平面構成を表したものである。表示パネル１
０には各々、中央部の第１領域１０Ａと、第１領域１０Ａの外側の第２領域１０Ｂとが設
けられている。第１領域１０Ａの平面形状は例えば四角形であり、第２領域１０Ｂの平面
形状は、第１領域１０Ａを囲む枠状の四角形である。第１領域１０Ａおよび第２領域１０
Ｂの平面形状は四角形以外の形状であってもよい。例えば、各々の表示パネル１０に設け
られた第１領域１０Ａの面積は互いに同じであり、各々の表示パネル１０に設けられた第
２領域１０Ｂの面積は互いに同じである。第１領域１０Ａまたは第２領域１０Ｂの面積が
他と異なる表示パネル１０が存在していてもよい。隣り合う第１領域１０Ａの間には、第
２領域１０Ｂが設けられている。ここでは、隣り合う表示パネル１０で、互いに第２領域
１０Ｂ同士が接している。ここでは、表示パネル１０が、本技術の「単位領域」の一具体
例に該当する。
【００１７】
　図６Ａは、図５に示した複数の表示パネル１０から隣り合う２つの表示パネル１０（表
示パネル１０－１と表示パネル１０－２）を拡大して表している。図６Ｂは、図６Ａに示
したＢ-Ｂ線に沿った断面構成を表している。表示パネル１０－１（第１単位領域），１
０－２（第２単位領域）は、実装基板１１上に、複数の発光素子（第１発光素子１２Ａ，
第２発光素子１２Ｂ）と遮光層（ブラック層）１３とを有している。表示パネル１０－１
，１０－２各々の第１領域１０Ａは、実装基板１１上に複数の第１発光素子１２Ａを有し
、表示パネル１０－１，１０－２各々の第２領域１０Ｂは、実装基板１１上に複数の第２
発光素子１２Ｂを有している。第１発光素子１２Ａ，第２発光素子１２Ｂは、画素Ｐ毎に
配置されており、各々例えば駆動回路に接続されている。複数の画素Ｐは、第１領域１０
Ａおよび第２領域１０Ｂにわたって、例えばマトリクス状に配置されている。
【００１８】
　実装基板１１は、例えば、ガラス等からなる板状部材と、第１発光素子１２Ａおよび第
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２発光素子１２Ｂを駆動するための配線層とを含んでいる。板状部材は、樹脂材料または
表面に絶縁処理がされた金属材料により構成するようにしてもよい。
【００１９】
　第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１２Ｂは、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ：li
ght emitting diode）により構成されている。第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１
２Ｂは、例えば、一辺の大きさＷ１２が例えば数１００μｍ程度のマイクロＬＥＤである
ことが好ましい。第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１２ＢにマイクロＬＥＤを用い
ることにより、高精細な表示パネル１０を実現することが可能となる。また、コントラス
トを向上させることも可能となる。このとき、例えば画素Ｐの一辺の大きさＷＰは、０．
２ｍｍ～４ｍｍであり、一つの画素Ｐの面積に対して第１発光素子１２Ａまたは第２発光
素子１２Ｂが占める面積は、１０％以下であることが好ましい。
【００２０】
　第１発光素子１２Ａ各々からは第１の光ＬＡが出射され、第２発光素子１２Ｂ各々から
はる第２の光ＬＢが出射される。表示パネル１０－１では、例えば、第１領域１０Ａ（第
１領域１０ＡＳ）から出射される第１の光ＬＡの平均波長が、第２領域１０Ｂから出射さ
れる第２の光ＬＢの平均波長よりも短くなっており、第１の光ＬＡの平均波長と第２の光
ＬＢの平均波長との差は２ｎｍ以内である。表示パネル１０－２では、例えば、第１領域
１０Ａ（第１領域１０ＡＬ）から出射される第１の光ＬＡの平均波長が、第２領域１０Ｂ
から出射される第２の光ＬＢの平均波長よりも長くなっており、第１の光ＬＡの平均波長
と第２の光ＬＢの平均波長との差は２ｎｍ以内である。
【００２１】
　本実施の形態では、隣り合う表示パネル１０－１，１０－２各々の第２領域１０Ｂから
出射される第２の光ＬＢの平均波長の差は、表示パネル１０－１，１０－２各々での第１
の光ＬＡの平均波長と第２の光ＬＢの平均波長との差よりも小さい。隣り合う表示パネル
１０－１，１０－２各々の第２領域１０Ｂから出射される第２の光ＬＢの平均波長は、例
えば略同じである。ここで、隣り合う表示パネル１０－１，１０－２各々の第２領域１０
Ｂから出射される第２の光ＬＢの平均波長が略同じとは、多少の製造誤差および選別誤差
等を含むが、その効果を発揮できる程度に平均波長が同じであることをいう。詳細は後述
するが、これにより、表示パネル１０－１と表示パネル１０－２との間の視覚的な境界の
発生が抑えられる。
【００２２】
　換言すれば、表示パネル１０－１，１０－２では、製造後の発光素子の発光波長に応じ
て、第１発光素子１２Ａ，第２発光素子１２Ｂが選別され、第１領域１０Ａおよび第２領
域１０Ｂのいずれに配置されている。例えば、より短波長の光（第１の光ＬＡ）を出射す
る発光素子（第１発光素子１２Ａ）が表示パネル１０－１の第１領域１０ＡＳに配置され
、より長波長の光（第１の光ＬＡ）を出射する発光素子（第１発光素子１２Ａ）が表示パ
ネル１０－２の第１領域１０ＡＬに配置される。これらの間の波長の光（第２の光ＬＢ）
を出射する発光素子（第２発光素子１２Ｂ）が、表示パネル１０－１，１０－２の第２領
域１０Ｂに配置される。
【００２３】
　例えば四角形状の第１領域１０Ａの一辺の長さＤＡは、７ｃｍ～２６ｃｍであり、枠状
の第２領域１０Ｂの幅ＤＢは、３ｃｍ～５ｃｍである。図７に示したように、視聴者から
表示パネル１０までの視聴距離ＶＤと、幅ＤＢとの関係は、以下の式（１）を満たすこと
が好ましい。視聴距離ＶＤと幅ＤＢとが、式（１）の関係を満たすことにより、隣り合う
表示パネル１０－１と表示パネル１０－２との間の視覚的な境界の発生を確実に抑えるこ
とができる。

　　　　　　　　　ＤＢ＞２ＶＤ×tan(３°/２)/２・・・・（１）

　ただし、式（１）は、表示パネル１０の一辺の大きさ（ＤＡ+２ＤＢ）が、視野角異常
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発生サイズ（２ＶＤ×tan(３°/２)/２）よりも小さいときに適用される。
【００２４】
　第１の光ＬＡおよび第２の光ＬＢは、例えば青色波長帯域の光である。例えば、表示パ
ネル１０－１の第１領域１０ＡＳから出射される第１の光ＬＡの平均波長は４６２ｎｍで
あり、表示パネル１０－２の第１領域１０ＡＬから出射される第１の光ＬＡの平均波長は
４６６ｎｍである。表示パネル１０－１，１０－２各々の第２領域１０Ｂから出射される
第２の光ＬＢの平均波長は４６４ｎｍである。表示パネル１０には、赤色波長帯域の光を
出射する発光素子、緑色波長帯域の光を出射する発光素子および青色波長帯域の光を出射
する発光素子が設けられており、隣り合う表示パネル１０－１，１０－２の間で、色度補
正がなされている。
【００２５】
　第１発光素子１２Ａ，第２発光素子１２Ｂは各々、例えば、第１導電型（ｐ型）半導体
層、活性層および第２導電型（ｎ型）半導体層を有しており、第１導電型半導体層と第２
導電型半導体層との間に、活性層が配置されている。第１導電型半導体層、活性層および
第２導電型半導体層には、例えば、ＩｎＧａＮ系の半導体材料を用いることができる。
【００２６】
　第１の光ＬＡおよび第２の光ＬＢが、例えば赤色波長帯域の光または緑色波長帯域の光
であってもよい。第１発光素子１２Ａ，第２発光素子１２Ｂを構成する第１導電型半導体
層、活性層および第２導電型半導体層が、ＡｌＧａＩｎＰ系の半導体材料により構成され
ていてもよい。
【００２７】
　第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１２Ｂは、例えば、以下のように転写技術を用
いて形成される。まず、成長基板上に、第１発光素子１２Ａ，第２発光素子１２Ｂを構成
する各半導体層を順次エピタキシャル成長させた後、この半導体層を所望の大きさに成形
する。続いて、この成形された半導体層を成長基板から別の基板に転写することにより第
１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１２Ｂが形成される。転写は、例えば、物理的なピ
ックアップ方式またはレーザ剥離方法等を用いて行う。転写後の基板には、例えば、各色
の光を出射する発光素子（第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１２Ｂを含む）が所定
のピッチで配置されている。転写技術を用いて第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１
２Ｂを形成することにより、第１発光素子１２Ａ，第２発光素子１２Ｂから出射される第
１の光ＬＡおよび第２の光ＬＢの波長均一性を高めることができる。
【００２８】
　遮光層１３は、第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１２Ｂを間にして、実装基板１
１に対向している。この遮光層１３は、各々の第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１
２Ｂに対向する位置に開口１３Ｍを有しており、この開口１３Ｍを介して、第１の光ＬＡ
および第２の光ＬＢが取り出されるようになっている。遮光層１３は、例えばカーボンな
どの黒色添加物を含む樹脂材料により構成されている。樹脂材料としては、例えば、アク
リル系樹脂，エポキシ系樹脂，ウレタン系樹脂，シリコーン系樹脂およびシアノアクリレ
ート系樹脂等が挙げられる。遮光層１３は、例えば樹脂層等により覆われており、第１の
光ＬＡおよび第２の光ＬＢは、遮光層１３の開口１３Ｍから、この樹脂層等を介して取り
出されるようになっている。
【００２９】
　表示装置１では、外部から入力された映像信号に基づき、制御回路１Ｃが表示パネル１
０の各画素Ｐへ駆動電流を供給する（駆動信号を出力する）。各画素Ｐでは、供給された
駆動電流に基づいて、第１発光素子１２Ａおよび第２発光素子１２Ｂが所定の輝度で発光
する。本実施の形態では、表示パネル１０各々に、第１領域１０Ａと第２領域１０Ｂとが
設けられ、隣り合う第１領域１０Ａ（図６Ａの第１領域１０ＡＳ，１０ＡＬ）の間に第２
領域１０Ｂが設けられている。ここでは、隣り合う表示パネル１０（図６Ａの表示パネル
１０－１，１０－２）が各々の第２領域１０Ｂで接している。この隣り合う表示パネル１
０各々の第２領域１０Ｂから出射される第２の光ＬＢの平均波長は略同じである。これに
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より、隣り合う表示パネル１０の間の視覚的な境界の発生が抑えられる。以下、これにつ
いて詳細に説明する。
【００３０】
　図８は比較例に係る２つの表示パネル（表示パネル１００ＡＳ，１００ＡＬ）を並べて
配置した平面構成を表している。表示パネル１００ＡＳ，１００ＡＬは、どちらも第１領
域，第２領域（図５等の第１領域１０Ａ，第２領域１０Ｂ）を有しておらず、表示パネル
１００ＡＳ，１００ＡＬ各々では、どの領域から出射される光も、略同じ波長を有してい
る。例えば、表示パネル１００ＡＳから出射される光の平均波長は４６２ｎｍであり、表
示パネル１００ＡＬから出射される光の平均波長は４６６ｎｍである。発光素子から出射
される光の波長は、製造ロット毎にばらつくため、製造順に発光素子を組み合わせていく
と、このような出射光の平均波長が互いに異なる表示パネル１００ＡＳ，１００ＡＬが形
成される。
【００３１】
　このような表示パネル１００ＡＳと表示パネル１００ＡＬとは、赤（Ｒ），緑（Ｇ），
青（Ｂ）の色度補正を行って、互いの色度を合わせることが可能である。しかしながら、
出射光の平均波長の差に起因した表示パネル１００ＡＳと表示パネル１００ＡＬとの間の
視覚的な境界が発生するおそれがある。この視覚的な境界は、例えば、網膜現象による境
界および色収差による境界などである。このような視覚的な境界の発生は、画質を大きく
低下させる。
【００３２】
　発光素子を発光波長に応じて選別して用いる方法も考え得る。例えば、選別方法として
はビン（ｂｉｎ）分けが挙げられる。しかしながら、発光素子を選別して用いると、使用
できない発光素子は廃棄されるので、コストが高くなる。
【００３３】
　これに対して、表示装置１では、各々の表示パネル１０に第２領域１０Ｂを設け、互い
に隣り合う第１領域１０ＡＳ，１０ＡＬの間に第２領域１０Ｂが配置される。特に、ここ
では、表示パネル１０が第２領域１０Ｂで接している。これにより、表示パネル１０同士
が接する部分近傍では、各々の第２領域１０Ｂから略同じ平均波長を有する第２の光ＬＢ
が出射され、隣り合う表示パネル１０の間の視覚的な境界の発生が抑えられる。したがっ
て、画質を向上させることが可能となる。
【００３４】
　また、各々の表示パネル１０では、第２領域１０Ｂの内側に第１領域１０Ａが設けられ
ているので、第２の光ＬＢの波長からずれた波長の光（第１の光ＬＡ）を出射する第１発
光素子１２Ａを廃棄することなく、用いることができる。よって、コストを抑えることが
可能となる。
【００３５】
　図９は、複数の表示パネル１０を隣接して配置したときの波長分布の一例を表したもの
である。このように、第１領域１０Ａ（第１領域１０ＡＳ，１０ＡＬ）と第２領域１０Ｂ
との間で、段階的に波長が変化する。第１領域１０Ａから出射される第１の光ＬＡの平均
波長と第２領域１０Ｂから出射される第２の光ＬＢの平均波長との差は、例えば２ｎｍ以
内であり、これらの間の視覚的な境界は発生しない。
【００３６】
　このように本実施の形態では、隣り合う第１領域１０ＡＳ，１０ＡＬの間に第２領域１
０Ｂを設け、かつ、各々の第２領域１０Ｂから出射される第２の光ＬＢの平均波長が略同
じになるようにしたので、隣り合う表示パネル１０の間の視覚的な境界の発生を抑えるこ
とができる。よって、画質を向上させることが可能となる。
【００３７】
　更に、各表示パネル１０の第２領域１０Ｂの内側に、第１領域１０Ａを設けるようにし
たので、第２の光ＬＢの波長とは異なる波長の第１の光ＬＡを出射する第１発光素子１２
Ａも有効に利用することができる。したがって、コストを抑えることが可能となる。
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【００３８】
　また、仮に、１つの表示パネル１０に不具合が生じ、この表示パネル１０の交換を行う
際にも、表示パネル１０を選択して用いる必要がない。即ち、容易に修復することができ
る。１つのユニットＵの交換を行う際も同様である。
【００３９】
　以下、上記第１の実施の形態の変形例および他の実施の形態について説明するが、以降
の説明において上記第１の実施の形態と同一構成部分については同一符号を付してその説
明は適宜省略する。
【００４０】
＜変形例１＞
　第１発光素子１２Ａから出射される第１の光Ｌ１の輝度と、第２発光素子１２Ｂから出
射される第２の光Ｌ２の輝度とが異なっていてもよい。即ち、第１領域１０Ａから出射さ
れる第１の光Ｌ１の平均輝度と第２領域１０Ｂから出射される第２の光Ｌ２の平均輝度と
が異なるようにしてもよい。このとき、隣り合う表示パネル１０各々の第２領域１０Ｂか
ら出射される第２の光ＬＢの平均輝度の差は、各表示パネル１０での第１の光ＬＡの平均
輝度と第２の光ＬＢの平均輝度との差よりも小さい。この場合にも、上記第１の実施の形
態と同等の効果を得ることができる。
【００４１】
＜変形例２＞
　第１発光素子１２Ａから出射される第１の光Ｌ１の表面反射成分と、第２発光素子１２
Ｂから出射される第２の光Ｌ２の表面反射成分とが異なっていてもよい。即ち、第１領域
１０Ａから出射される第１の光Ｌ１の平均の表面反射成分と第２領域１０Ｂから出射され
る第２の光Ｌ２の平均の表面反射成分とが異なるようにしてもよい。このとき、隣り合う
表示パネル１０各々の第２領域１０Ｂから出射される第２の光ＬＢの平均の表面反射成分
の差は、各表示パネル１０での第１の光ＬＡの平均の表面反射成分と第２の光ＬＢの平均
の表面反射成分との差よりも小さい。第１領域１０Ａから出射される第１の光Ｌ１の平均
輝度，平均波長または平均の表面反射成分と第２領域１０Ｂから出射される第２の光Ｌ２
の平均輝度，平均波長または平均の表面反射成分との少なくとも一方が異なっていればよ
い。この場合にも、上記第１の実施の形態と同等の効果を得ることができる。
【００４２】
＜第２の実施の形態＞
　図１０は、本開示の第２の実施の形態に係る表示装置（表示装置２）の模式的な平面構
成を表している。このように、１つのユニットＵに、第１領域（第１領域ＵＡ）および第
２領域（第２領域ＵＢ）を設けるようにしてもよい。この点を除き、表示装置２は上記第
１の実施の形態の表示装置１と同様の構成および効果を有している。
【００４３】
　ユニットＵには各々、中央部の第１領域ＵＡと、第１領域ＵＡの外側の第２領域１０Ｂ
とが設けられている。第１領域ＵＡの平面形状は例えば四角形であり、第２領域ＵＢの平
面形状は、第１領域ＵＡを囲む枠状の四角形である。第１領域ＵＡおよび第２領域ＵＢの
平面形状は四角形以外の形状であってもよい。隣り合う第１領域ＵＡの間には、第２領域
ＵＢが設けられている。ここでは、隣り合うユニットＵで互いに第２領域ＵＢ同士が接し
ている。ここでは、ユニットＵが、本技術の「単位領域」の一具体例に該当する。
【００４４】
　図１１は、図１０に示した複数のユニットＵから隣り合う２つのユニットＵ（ユニット
Ｕ－１とユニットＵ－２）を拡大して表している。ユニットＵ－１（第１単位領域），Ｕ
－２（第２単位領域）では、第１領域ＵＡが、例えば、１つの表示パネル１０により構成
されている。第１領域ＵＡを構成する表示パネル１０は、複数であってもよい。ユニット
Ｕ－１，Ｕ－２の第２領域ＵＢは、複数の表示パネル１０により構成されている。ユニッ
トＵ－１では、例えば、第１領域ＵＡ（第１領域ＵＡＳ）から出射される第１の光ＬＡ（
図６Ｂ参照）の平均波長が、第２領域ＵＢから出射される第２の光ＬＢ（図６Ｂ参照）の
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平均波長よりも短くなっており、第１の光ＬＡの平均波長と第２の光ＬＢの平均波長との
差は２ｎｍ以内である。ユニットＵ－２では、例えば、第１領域ＵＡ（第１領域ＵＡＬ）
から出射される第１の光ＬＡの平均波長が、第２領域ＵＢから出射される第２の光ＬＢの
平均波長よりも長くなっており、第１の光ＬＡの平均波長と第２の光ＬＢの平均波長との
差は２ｎｍ以内である。
【００４５】
　本実施の形態では、隣り合うユニットＵ－１，Ｕ－２各々の第２領域ＵＢから出射され
る第２の光ＬＢの平均波長の差は、ユニットＵ－１，Ｕ－２各々での第１の光ＬＡの平均
波長と第２の光ＬＢの平均波長との差よりも小さい。隣り合うユニットＵ－１，Ｕ－２各
々の第２領域１０Ｂから出射される第２の光ＬＢの平均波長は、例えば略同じである。上
記第１の実施の形態で説明したのと同様に、これにより、ユニットＵ－１とユニットＵ－
２との間の視覚的な境界の発生が抑えられる。視聴距離ＶＤと第２領域ＵＢの幅との関係
についても、上記第１の実施の形態で示した式（１）を適用することが可能である。
【００４６】
　図１２は、複数のユニットＵを隣接して配置したときの波長分布の一例を表したもので
ある。このように、第１領域ＵＡ（第１領域ＵＡＳ，ＵＡＬ）と第２領域ＵＢとの間で、
段階的に波長が変化する。第１領域ＵＡから出射される第１の光ＬＡの平均波長と第２領
域ＵＢから出射される第２の光ＬＢの平均波長との差は、例えば２ｎｍ以内であり、これ
らの間の視覚的な境界は発生しない。
【００４７】
　表示装置２のように、ユニットＵ毎に第１領域ＵＡおよび第２領域ＵＢを設けるように
してもよい。この場合にも、上記第１の実施の形態と同等の効果を得ることができる。ま
た、仮に、１つのユニットＵに不具合が生じ、このユニットＵの交換を行う際にも、ユニ
ットＵを選択して用いる必要がない。即ち、容易に修復することができる。１つの表示パ
ネル１０に不具合が生じ、この表示パネル１０の交換を行う際には、この表示パネル１０
が第１領域ＵＡ，第２領域ＵＢのいずれを構成しているのかよって、表示パネル１０の選
別が必要である。
【００４８】
　上記変形例１，２で説明したように、第１領域ＵＡから出射される第１の光ＬＡの平均
輝度または表面反射成分と、第２領域ＵＢから出射される第２の光ＬＢの平均輝度または
表面反射成分とが異なるようにしてもよい。
【００４９】
＜適用例＞
　上記第１，第２の実施の形態等において説明した表示装置１，２は、例えば、テレビジ
ョン装置，デジタルカメラ，ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装
置あるいはビデオカメラなど、外部から入力された映像信号あるいは内部で生成した映像
信号を、画像あるいは映像として表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが可能
である。以下にその一例を示す。
【００５０】
　図１３は、上記第１，第２の実施の形態の表示装置１，２が適用されるテレビジョン装
置の外観を表したものである。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル３１０
およびフィルターガラス３２０を含む映像表示画面部３００を有しており、映像表示画面
部３００に、上記表示装置１，２が用いられている。
【００５１】
　以上、実施の形態および変形例を挙げて本技術を説明したが、本技術はこれら実施の形
態等に限定されるものではなく、種々変形が可能である。例えば、上記実施の形態等にお
いて説明した各部の材料および厚みなどは限定されるものではなく、他の材料および厚み
としてもよい。
【００５２】
　また、第１発光素子１２Ａ，第２発光素子１２Ｂは、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ:O
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rganic Light Emitting Diode）であってもよい。あるいは表示装置１，２が、液晶表示
装置であってもよい。
【００５３】
　更に、表示装置１，２にＱＤ（量子ドット）フィルタが設けられていてもよい。
【００５４】
　また、第１の光ＬＡの波長，輝度または表面反射成分に応じて、第１領域１０Ａ，ＵＡ
を２つ以上の領域に分けるようにしてもよい。
【００５５】
　加えて、図１４，１５に示したように、第２領域１０Ｂ（または第２領域ＵＢ）が第１
領域１０Ａ（または第１領域ＵＡ）の全周を囲んでいなくてもよい。例えば、第１領域１
０Ａの三辺の外側に第２領域１０Ｂを設けてＵ字状に第２領域１０Ｂを配置してもよく（
図１４）、第１領域１０Ａの二辺の外側に第２領域１０Ｂを設けてＬ字状に第２領域１０
Ｂを配置してもよい（図１５）。
【００５６】
　なお、本明細書に記載された効果はあくまで例示であってこれに限定されるものではな
く、また他の効果があってもよい。
【００５７】
　なお、本技術は以下のような構成も取ることができる。
（１）
　互いに隣接して配置された複数の単位領域と、
　各々の前記単位領域に設けられ、第１の光を出射する第１領域と、
　各々の前記単位領域の前記第１領域の外側に設けられ、前記第１の光と輝度，波長また
は表面反射成分の少なくとも１つが異なる第２の光を出射する第２領域とを備え、
　隣り合う前記第１領域の間には前記第２領域が設けられ、かつ、互いに隣り合う前記単
位領域から各々出射される前記第２の光の輝度，波長または表面反射成分の差は、同じ前
記単位領域における前記第１の光と前記第２の光との輝度，波長または表面反射成分の差
よりも小さい
　表示装置。
（２）
　前記第２の光の波長が、前記第１の光の波長と異なっている
　前記（１）に記載の表示装置。
（３）
　各々の前記単位領域から出射される第２の光の波長は、略同じである
　前記（２）に記載の表示装置。
（４）
　同じ前記単位領域における前記第２の光の波長と前記第１の光の波長との差は、２ｎｍ
以下である
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
（５）
　前記複数の単位領域は、第１単位領域および第２単位領域を含み、
　前記第１単位領域では、前記第１の光の波長が前記第２の光の波長よりも短く、
　前記第２単位領域では、前記第１の光の波長が前記第２の光の波長よりも長い
　前記（２）ないし（４）のうちいずれか１つに記載の表示装置。
（６）
　各々の前記単位領域で、前記第２領域は前記第１領域を囲んで設けられている
　前記（１）ないし（５）のうちいずれか１つに記載の表示装置。
（７）
　タイル状に敷き詰められた複数の表示パネルを有し、
　各々の前記表示パネルに前記第１領域および前記第２領域が設けられている
　前記（１）ないし（６）のうちいずれか１つに記載の表示装置。
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　更に、各々の前記表示パネルに設けられた遮光層を有し、
　前記遮光層の開口を介して前記第１の光および前記第２の光が取り出される
　前記（７）に記載の表示装置。
（９）
　更に、各々の前記単位領域の前記第１領域に設けられた複数の第１発光素子と、
　各々の前記単位領域の前記第２領域に設けられた複数の第２発光素子とを含む
　前記（７）または（８）に記載の表示装置。
（１０）
　前記第１発光素子および前記第２発光素子は、マイクロＬＥＤ（Light Emitting Diode
）である
　前記（９）に記載の表示装置。
（１１）
　前記第１発光素子および前記第２発光素子は、前記第１領域および前記第２領域に設け
られた画素毎に配置され、
　各々の前記画素の面積に対して、前記第１発光素子または前記第２発光素子が占める面
積は１０％以下である
　前記（９）または（１０）に記載の表示装置。
（１２）
　各々が複数の表示パネルを含むとともに、タイル状に敷き詰められた複数のユニットを
有し、
　各々の前記ユニットに、前記第１領域および前記第２領域が設けられている
　前記（１）ないし（６）のうちいずれか１つに記載の表示装置。
（１３）
　前記第１の光および前記第２の光は青色波長帯域の光である
　前記（１）ないし（１２）のうちいずれか１つに記載の表示装置。
（１４）
　隣り合う前記単位領域では、前記第２領域が互いに接している
　前記（１）ないし（１３）のうちいずれか１つに記載の表示装置。
（１５）
　表示装置を備え、
　前記表示装置は、
　互いに隣接して配置された複数の単位領域と、
　各々の前記単位領域に設けられ、第１の光を出射する第１領域と、
　各々の前記単位領域の前記第１領域の外側に設けられ、前記第１の光と輝度，波長また
は表面反射成分の少なくとも１つが異なる第２の光を出射する第２領域とを含み、
　隣り合う前記第１領域の間には前記第２領域が設けられ、かつ、互いに隣り合う前記単
位領域から各々出射される前記第２の光の輝度，波長または表面反射成分の差は、同じ前
記単位領域における前記第１の光と前記第２の光との輝度，波長または表面反射成分の差
よりも小さい
　電子機器。
【符号の説明】
【００５８】
　１，２・・・表示装置、１Ａ・・・素子基板、１Ｂ・・・対向基板、１Ｃ・・・制御回
路、１０，１０－１，１０－２・・・表示パネル、１０Ａ，１０ＡＳ，１０ＡＬ，ＵＡ，
ＵＡＳ，ＵＡＬ・・・第１領域、１０Ｂ，ＵＢ・・・第２領域、１１・・・実装基板、１
２Ａ・・・第１発光素子、１２Ｂ・・・第２発光素子、１３・・・遮光層、１３Ｍ・・・
開口、２０・・・支持基板、３０・・・固定部材、Ｕ，Ｕ－１，Ｕ－２・・・ユニット、
Ｌ１・・・第１の光、Ｌ２・・・第２の光。
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